探偵小説と諷刺錦絵と『リア王』 ―条野伝平『三人令嬢』― by 近藤 弘幸
― 25 ―
探偵小説と諷刺錦絵と﹃リア王﹄
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要旨
　
条野伝平は︑今ではほぼ忘れられた作家であるが︑幕末には山々亭有人の号で人情本の作者として人気を博していた︒明治
維新後の条野は︑一旦創作活動から手を引き︑新興の新聞界に身を転じる︒彼が﹃東京日日新聞﹄を経て一八八六年に創刊した﹃やまと新聞﹄は︑連載小説を売りにする典型的な小新聞として大成功をおさめた︒同紙では条野自身も採菊散人の号で創作活動を再開し︑ふたつのシェイクスピア物 残している︒本論は︑そのうちのひとつである﹃三人令嬢﹄ ︵ 九〇︶と題された﹃リア王﹄を読み解く試みである︒幕末・維新の動乱期を経て新聞界へ転身す 条野の生涯を素描したうえで︑ ﹃三 令嬢﹄の概要を紹介し︑同作が︑探偵小説という当時の最先端の流行を取り入れて新しい読者への訴求を図りつつ︑戊辰戦争期の諷刺錦絵的手法 援用 て旧幕以来の古い読者のノスタルジーにも応える︑したたかで豊かなテクストであること 明らかにする︒
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キーワード
シェイクスピア︑日本︑明治︑翻訳︑翻案
はじめに
　
一八九〇年
︵明治二三年︶
七月二九日︑三遊亭円朝の高座の速記連載があたり︑当時東京で一︑二を争う発行部数
を誇っていた﹃やまと新聞﹄紙上に︑次のような告知が掲載された︒
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︶1
︵
﹃三人令嬢﹄は︑予告どおり翌日から九月二五日まで︑全四九回にわたって﹃やまと新聞﹄紙上に連載されたあと︑一二月二六日には鈴木金輔によって単行本として出版される
︶2
︵
︒新聞連載︑単行本のいずれにおいても︑それがシェ
イクスピア物であることや︑そもそも翻案であることは触れられていないが 一読すればそれ ﹃リア王﹄に基づくものであることは明らかである︒
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本論は︑このあまり知られていない明治の﹃リア王﹄翻案を︑当時の歴史的文脈において読み解く試みである︒
作者の採菊散人こと条野伝平は︑江戸時代には山々亭有人の号で人情本﹃春色江戸紫﹄などを著して人気を博し︑維新後は新興の新聞界で大成功を収めたが︑今ではほぼ忘れられた存在となっている︒そこで本論ではまず︑幕末・維新の動乱期を経て へ転身する条野の生涯を素描する︒次に﹃三人令嬢﹄の概要を紹介し︑明治の新聞における探偵小説の流行︑および条野自 も親しんだと思われる戊辰戦争期 諷刺錦絵というふたつを手がかりに︑この奇妙なシェイクスピア翻案を読み解く︒坪内逍遥以来の正統なシェイクスピア研究にお て完全に無視されてきたテクストの︑思いがけない豊饒さを明らかに ことが︑本論の目論見である︒
一
　
粋狂連から日報社へ
―
条野伝平略伝①
　
旧幕時代の条野伝平は︑戯作者の仮名垣魯文や落語家の三遊亭円朝︑浮世絵師の落合芳幾などとともに︑有力商
人の庇護のもと︑粋狂連という遊興集団を形成していた
︶3
︵
︒このグループは︑聴衆から集めた三つの題で即興の落語
を演じる三題噺の流行をも らし︑興画合せという判じ絵遊びを生み出した︒興画合せとは︑次のようなものである︒
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︑
こうした粋人としての条野の優雅な生活は︑動乱の時代を迎え︑その根底から揺さぶられることとなる︒　
徳川慶喜の大政奉還によって倒幕の大義名分を失った薩摩藩は︑旧幕府側を刺激して武力衝突の口実を作り出そ
うと︑江戸市中でテロ行為を繰り返した︒さらに江戸に入った東征軍
︵新政府軍︶
は︑ ﹁軍とは名ばかりで︑そのほ
とんどが ただの無法者﹂であり︑ ﹁官軍であることをかさに︑私利を私欲で追い求めた﹂
︶5
︵
︒彰義隊が敗北して庶民
に愛された﹁上野のお山﹂が焦土と化し
︶6
︵
︑江戸が東京となって慶応が明治 改元されたあとも︑人々の生活は脅か
され続ける︒徳川家が静岡移封となり︑参勤交代 義務が消滅した諸大名がいなくなったことで︑幕末には一〇〇万人を超えていた総人口 ︑ よそ六七万人に激減したのであ
る
︶7
︵
︒これは﹁町方の商業︑運輸︑手工業の落ち込み︑
そして窮民
︵物貰い︶
の大量発生﹂を引き起こし
た
︶8
︵
︒その荒廃は︑一八六九年六月六日
︵明治二年四月二六日︶
付の岩
倉具視宛書簡で︑大久保利通 こう認めざるを得ないほどのも であった︒
皇國危急存亡ノ秋切迫スルコト間不容髪抑昨年來兵亂漸平一時無事ノ形ヲ成トいえとも大小牧伯各狐疑を抱き天下人心洶々然として其亂るゝこと百萬之兵戈動くより可恐して今日を平安ト心得候ハ床下之烈火燃出さゝるを幸とするニ異ならす豈可不思乎々々々々東下後實地之情態厚見聞仕候處英公使要路之人を耻しめ兒童ノ如愚弄し草奔士ハ政府を凌辱して奴輩之如蔑視し内外 侮慢至らさる所な 況乎天下人心政府を不信怨嗟 聲路傍
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ニ喧々眞ニ武家之舊政を慕ふニ至る
︶9
︵
このような環境の激変が︑条野のパトロンや彼自身の境遇に大きな影響を与えたことに疑う余地はない︒　
こうした東征軍のふるまいや治安の悪化を背景に︑幕末・維新期︑とりわけ戊辰戦争期の江戸・東京では︑新政
府や︑新政府側に寝返った旧幕勢力を揶揄する︑大量の諷刺文芸が生み出され
た
︶10
︵
︒そのひとつが︑ ﹁当世
 三筋のた
のしみ﹂などに代表される︑着物の模様など︑画面に散りばめられた視覚的記号の高度な読み解きを必要とする︑諷刺錦絵であ
る
︶11
︵
︒かつて平和な頃に興画合せを楽しんでいた条野は︑それらの作品に共感していたものと思われる︒
もしかしたら︑なんらか 形でその制作にもかかわっていたのかもしれない︒　
しかし時代の変化には抗えない︒箱館戦争に勝利し︑廃藩置県 断行して中央集権体制を整備した新政府は︑一
八七二年六月三日
︵明治五年四月二八日︶
︑国民の創出・教化の基本方針である三条教則を発布する︒条野は︑仮名垣
魯文とともにいわゆる﹁著作道書キ上ゲ﹂を新政府に提出し ﹁尓後従来ノ作風ヲ一變シ乍
レ恐教則三條ノ御趣旨ニ
モトツキ著作可
レ仕ト商議決定仕候﹂と報告す
る
︶12
︵
︒これは︑事実上の﹁戯作者としての廃業宣言﹂であっ
た
︶13
︵
︒実際︑
条野は︑上申書提出前にすでに戯作の世界からは手 引き 語学書などの実用啓蒙書を執筆して糊口をしのいでいた
︶14
︵
︒さらに彼は︑新興の新聞界にそ 活躍の場を見出していくこと なる︒
　
条野と新聞のかかわりは︑戊辰戦争期にさか ぼる︒ ﹁戊辰の變に際し︹︙︙︺
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にて維新の王師
に反對するの念を﹂抱いた旧幕臣︑福地源一郎は ﹁竊 條野傳平廣岡幸助西田傳助の三人に謀り乃ち四月上旬 以て新
江○
湖○
新○
聞○
と名けたるを發兌刊行﹂す
る
︶15
︵
︒広岡幸助と西田伝助も︑粋狂連のメンバーだっ
た
︶16
︵
︒同紙が︑ ﹁着々維
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新の政に反對したる而巳ならず紙上は自から幕府の脱兵等が勝を喜びて之を稱賛し甚しきは戰報の空説若くは政況の虚聞を作爲して以て記載﹂した結果︑福地は逮捕される
︶17
︵
︒福地の釈放に﹁最も奔走したのは江湖新聞發行に關係
した一人である條野傳平であると傳へられてゐる﹂
―
彼は最初本郷の伊
い
豆づ
藏くら
といふ呉服屋の番頭をしてゐたが︑呉服物を背負うて歩くうちにも讀書を怠らず︑それ
に記憶が非常によかつたので︑そのうちに戲作に筆をとるやうになつたものらしい︒そして福地とも交り︑また福地の知人でもあつた杉浦讓といふ幕臣出身の人とも相知 仲であつたのである︒この杉浦はその頃新政府に出仕してゐたものと見え︑その人の仲介によつて木戸孝允 動かして助命運動をしたのだといふことであ
る
︶18
︵
︒
後述するように︑のちの福地は政府擁護に転じるが︑ ﹁彼の政論はすべ 木戸の意見であ とまでいはるゝやうになった因緣は︑おそらく此處に深い根をおろした であらう﹂
︶19
︵
︒
　
かくして条野伝平の新聞とのかかわりは︑日本近代ジャーナリズム最初の筆禍事件として︑一旦幕を閉じた︒し
かし一八七二年二月一六日
︵明治五年一月八日︶
︑条野は︑西田伝助および落合芳幾とともに︑あらためて政府に新聞
の刊行許可を願い出
る
︶20
︵
︒こうして一八七二年三月二九日
︵明治五年二月二一日︶
に第一号が刊行されたのが︑ ﹃東京日
日新聞﹄
︵現在の﹃毎日新聞﹄ ︶
である︒後年の西田の回顧によれば︑新聞刊行を言い出したのは条野であり︑それを
勧めたのは︑筆禍事件で世話になった杉浦譲だった︒話 前年 一〇月にさかのぼる︒
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︶21
︵
︒
　
一八七四年
︵明治七年︶
一月に提出された﹁民撰議院設立建白書﹂を契機に自由民権運動が本格化すると︑日報社
は福地源一郎を招聘する︒福地は次のように述懐している︒
東京日々新聞の創立者は條野西田藤岡の諸人にて即ち七年前に余と倶に江湖新聞に從事したる輩なりければ往日の緣故あるを以て此諸人が切に勸告せるに從ひ此の新聞社に入り執筆することを約して社長となり遂に明治七年十二月一 を以て紙面を擴張し躰裁を改良し社説の一欄を設けて余が意見を世上に發表する事 は成りたりき
︶22
︵
﹃郵便報知新聞﹄ ﹃朝野新聞﹄ ﹃曙新聞﹄が国会の早期開設を主張して﹁民権新聞﹂と呼ばれたのに対し︑福地は政府擁護に転じ︑ ﹁太政官記事御用﹂を掲げた︒こうして﹃東京日日新聞﹄は︑ ﹁社説を掲げて政治を論﹂じ﹁卑俗の記事は新聞の品位を堕すものとして掲載せざ﹂る
︶23
︵
︑いわゆる大新聞としての道を歩むことになる︒
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二
　﹃やまと新聞﹄創刊と作家復帰
―
条野伝平略伝②
　
福地源一郎が﹃東京日日新聞﹄を大新聞化するのと前後して︑条野伝平は︑同紙のこれまでの雑報記事
―
﹁卑
俗の記事﹂
―
から︑とりわけ人々の好奇心を満たしそうなものを選び出し︑錦絵に仕立てる企画を始める︒錦絵
版﹃東京日々新聞﹄であ
る
︶24
︵
︒ ﹃東京日日新聞大錦﹄と銘打たれた刊行予告は︑ ﹁
多た
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︶25
︵
︒この錦絵版﹃東京日々新聞﹄は︑芳幾の錦絵に︑条野や転々堂主人こと高畠藍泉などの文章を添えて
発行され︑評判を呼んだ︒その最盛期は一八七四年
︵明治七年︶
一〇月で︑一九点の刊行が確認されているが︑一八
七五年
︵明治八年︶
四月には芳幾︑藍泉が小新聞﹃平仮名絵入新聞﹄を創刊してそちらに軸足を移し︑同年八月頃に
は錦絵版﹃東京日々新聞﹄は刊行を停止した
︶26
︵
︒
　
条野が﹃平仮名絵入新聞﹄に関与した形跡はないが︑ ﹃東京日日新聞﹄の大新聞化 ともに︑同紙での条野や西田
の居場所 なくなってい たものと思われる︒すでに本局を銀座に移転し︑ ﹁表
おもて
つきはまるでお
役やくしよ
所
みたいな︑一枚
まい
繪ゑ
にも
出で
て
御ご
承しよう
知ち
でせうが︑
立りつぱ
派
な
石いしくら
藏
の二層
そう
樓ろう
で︑
堂だう
々〳 〵
たるもの﹂
︶27
︵
となっていた日報社の中心には福地源一郎が
おり︑一時期同社に在籍していた末松謙澄のような政府要人が出入りしていた︒それに対し︑
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派ぱ
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々〳 〵
亭てい
有ありんど
人といひ︑其
その
頃ころ
は採
さいぎく
菊と號
がう
してゐた︒廣
ひろおか
岡柳
りうかう
香︑塚
つかはら
原
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澁じふ
柿かき
︑南
みなみ
新しん
二︑宮
みやざき
崎三昧
まい
︑
會くわいけい
計
には西
にし
田だ
傳でん
助すけ
︑
正しやうめん
面
の左
ひだり
側がは
に︑椅
いす
子が並
なら
んでゐました︒繪
ゑ
の方
はう
が落
おちあひ
合芳
よしいく
幾で
した︒コノ
對たい
照せう
が
面おもしろ
白
ひといひませうか︑
奇き
態たい
といひませうか︑
彼あちら
方
は
政せい
治ぢ
家か
の
鏘さう
々〳 〵
たる
人じん
物ぶつ
本ほん
位ゐ
の
連れんちう
中
で︑
政せい
府ふ
の
爲た
め
御ご
用よう
を
勤つと
めて︑
天てん
下か
に
呼こ
號がう
してゐる︒獅
しく
子吼
してゐるのに︑こつちは
寄よ
ると
障さは
ると
軟やはら
かい
方はう
で︑
茶ちやばん
番
俳はいかい
諧︑
遊いうきよう
興
猥わいだん
談︑
小せうせつ
説
をかくといつた
手て
合あひ
︑
兩りやう
雄ゆう
相あひ
立た
たなくなつたが︑
條でう
野の
氏し
を
始はじ
め
西にし
田だ
氏し
︑
芳よし
幾いく
畫ぐわ
伯はく
は︑
創さうげふ
業の功
かうらう
勞者
しや
だから︑と 〳〵此
これ
等ら
の人
ひと
々〳 〵
へ︑功
かうらう
勞金
きん
を出
だ
して︑御
ご
用よう
紙し
は御
ご
用よう
紙し
で︑大
だいしんぶん
新聞の體
たい
面めん
でやつて行
ゆ
くこととなつたら い
﹃東京日日新聞﹄を去った条野らは︑ ﹁其
そのころ
頃警
けい
視し
廳ちやう
の
筋すぢ
を
引ひ
いてゐた
繪ゑ
入いり
新しんぶん
聞
︹
＝
﹃警察新報﹄ ︺を︑ ﹃やまと
新しんぶん
聞﹄と
改かいだい
題
して︑
新しん
陣ぢんよう
容
をとゝのへ︑
軟なん
派ぱ
新しんぶん
聞
を
發はつかう
行
することに﹂
︶28
︵
なり︑一八八六年
︵明治一九年︶
一〇月七日にその第一
号が刊行された︒　﹃やまと新聞﹄創刊号には︑条野の筆になるものと思われる論説が掲載されている︒そこで条野は︑ ﹁艶種と稱するもの﹂を中心に報道し︑ ﹁續き物と稱する小説を連載﹂する小新聞
︶29
︵
としての同紙のアイデンティティを︑次のよう
に規定する︒
されバ
本ほん
紙し
を
讀よ
む
諸しよくん
君
ハ
此これ
より
毎まい
號がう
に
載のす
る︒放
はうたう
蕩治
や
郎らう
の
情じやう
痴ち
談だん
︒凶
けうかん
漢惡
あく
婦ふ
の
曲くせ
物ものがたり
語
︒新
しんぶん
聞
續つゞき
話もの
に
論ろん
なく
内ないぐわい
外
百般
はん
の
記きじ
事
を
見み
て︒善
ぜん
に
就つ
き
惡あく
を
避さ
け
利り
を
取と
り
損そん
を
去す
て
玉たま
へ
俚ことわざ
諺
にも
云い
ふ
人ひと
の
振ふり
見み
て
我わが
振ふり
直なほ
せと︒古
いにし
へにハ
演しばゐ
劇
をもて無
む
筆ひつ
の早
はや
學がく
問もん
︒勸
くわん
善ぜん
懲てう
惡あく
の仕
し
方かた
話ばなし
と名
な
づけたり︒我
わがはい
輩ハ新
しん
聞ぶん
紙し
をもて智
ちゑ
慧の指
し
南なん
車しや
︒取
しゆ
利り
避ひ
害がい
の早
はや
講かうだん
談
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と云
い
ハんとす
︶30
︵
篠田鉱造は︑同紙を﹁小新聞の典型を具備した理想的の新聞紙で︑小新聞の完成したものと謂つてもよい﹂と評価している
︶31
︵
︒
　
この企ては見事に当たり︑ ﹃やまと新聞﹄は︑ ﹁創刊まもなく一万部に達し︑創刊翌年の二十
︵一八八七︶
年には号
当り平均で約一万六千部 明治二十二
︵一八八九︶
年頭には二万を超え︑東京で発行される新聞のトップに躍り出﹂
る︒その人気の原動力になったのが︑連載小説であった︒ ﹁ ﹃やまと新聞﹄の成功は︑連載読み物の面白さこそ読者をつなぎ止める最大の要素であると新聞界に認識させた﹂のである
︶32
︵
︒創刊号では︑渋柿園主人こと塚原靖の﹃何
なに
事
も金
かね
づく
 欲よく
情じやう
新しん
話わ
﹄ ︑三遊亭円朝の高座を小相英太郎が速記した﹃侠
きやう
骨こつ
今いま
に香
かんばし
く賊
ぞく
膳たん
猶な
ほ腥
なまぐさ
し
 松まつ
の操
みさほ
美び
人じん
の生
いき
埋うめ
﹄
の連載が始まっている︒同時に条野も採菊散人の号で﹃廓
さと
雀すゞめ
小こ
稲いな
の
出で
来き
秋あき
﹄を寄せ︑旺盛な創作活動を再開するこ
ととなる︒　
採菊散人として文壇に復帰した条野伝平であるが︑ ﹃やまと新聞﹄に彼が発表した作品には︑かなりの数の西洋種
の翻案が含まれていた
︶33
︵
︒同時代の吉田香雨は︑彼のことを次のように評している︒
散さんじん
人の小
せうせつ
説は老
らうれん
練なり其
その
翻ほんやく
訳的
てき
の味
あぢ
なきものを鰹
かつを
魚と味
み
淋りん
で煮
に
ころばして甘
うま
く人
ひと
に喰
くは
せる手
て
際ぎわ
なか〳〵に感
かん
ず
べし
夫それ
もその
筈はず
散さんじん
人
は
以もと
前山
さん
々〳 〵
亭てい
有ありんど
人
と
稱しよう
し
昔むかし
把と
つたる
筆ふで
柄づか
の
力ちから
あまりて
近ちかごろ
頃
も
續ぞく
々〴 〵
新しんさく
作
を
物もの
さるゝ由
よし
あゝ散
さんじん
人
が
舊きう
友いう
たる
藍らんせん
泉氏
し
は
早はや
既すで
に
世よ
を
去さ
りぬ
魯ろ
文ぶん
翁をう
は
世よ
にあるも
今いま
は
著ちよじゆつ
述
の
業わざ
絶た
えたり
獨ひと
り
散さんじん
人
の
壯さかん
なる
維い
新しん
前ぜん
より
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引ひき
續つゞ
きて今
いま
尚な
ほ
瞿くわくしやく
鑠
たる健
けんぴつ
筆を明
めい
治ぢ
の文
ぶんかい
界に揮
ふる
はるゝは最
いと
ありがたき名
めいじん
人といふべし
︶34
︵
こうして﹁翻訳的の味なきものを鰹魚と味淋で煮ころばして甘く人に喰せ﹂た作品群のなかには︑ふたつのシェイクスピア物が含まれていた︒ひとつは︑ ﹃オセロー﹄の翻案である﹃花の深山木﹄ ︑そしてもうひとつが本論で取り上げる﹃三人令嬢﹄である︒
三
　﹃三人令嬢﹄
　﹃花の深山木﹄は︑ ﹃やまと新聞﹄連載時にはそれがシェイクスピア物であることを明示していないが︑ ﹃痘痕伝七郎﹄と改題して出版された単行本では︑ ﹁西
せいてつ
哲の
著ちよじゆつ
述
に係
かゝ
るオ
︹マ︺
ロセーと云
い
ふ有
いうめい
名の小
せうせつ
説にて︑黑
こくじん
人の軍
ぐんじん
人に白
はくじん
人の
令れいぜう
孃が想
おもひ
を懸
か
けて遂
つひ
に夫
ふう
婦ふ
と成
な
るといふ︑一
いち
大だい
傑けつさく
作なるを猥
みだり
に飜
ほん
案あん
﹂したものであることを明かしている
︶35
︵
︒これに
対し︑ ﹃三人令嬢﹄のシェイクスピア起源 新聞連載︑単行本のいずれにおいても語られることはない︒しかし本論冒頭で指摘したように︑一読すれば︑それが﹃リア王﹄に基づくものであることは明らかである︒さらにその叙述展開からみて︑シェイクスピアの戯曲ではなく︑ラム姉弟の﹃シェイクスピア物語﹄を種本とするものであると考えて間違いないだろ
︶36
︵
︒
　
第一節で述べたとおり︑維新直後の条野は実用書の執筆で生計を立てていた︒彼が著した語学書は︑漢語にかか
わるものがほとんどだが︑英語に関するもの
︵ ﹃童解英語図絵﹄ ﹃流行
 英語都々逸﹄ ︶
も含まれてい
る
︶37
︵
︒しかしこれらは
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いずれも入門的な単語集の域を出るものではなく︑条野にラムを読めるだけの英語力があったとは思えない︒条野の実子で日本画家の鏑木清方は︑次のように証言している︒
落らく
語ご
家か
では圓
ゑん
朝てう
と親
しんみつ
密にして櫻
あう
痴ち
さんが飜
ほんやく
譯して夫
それ
を父
ちゝ
が
潤じゆんしよく
色
して圓
ゑん
朝てう
に話
はな
して聞
き
かせて續
つゞき
物もの
の種
たね
にした事
こと
がいく もあつた樣
やう
です夫
それ
から大
やまと
和新
しんぶん
聞の小
せうせつ
説は大
たいてい
抵櫻
あう
痴ち
先せんせい
生が飜
ほんやく
譯して父
ちゝ
が
潤じゆんしよく
色
したものでした何
なん
でも今
いま
考かんが
へますと﹁オセロ﹂なども飜
ほんあん
案された事
こと
がある樣
やう
です
︶38
︵
﹃三人令嬢﹄もまた︑福地源一郎が翻訳提供者だったと考えていいだろう
︶39
︵
︒
　﹃三人令嬢﹄は︑ラムを種本とするものであるものの︑むしろそれを梗概とし︑自由に膨らませたもの
―
条野自
身の言葉を借りれば︑ ﹁猥りに飜案﹂したもの
―
と言った方が正確である︒土谷桃子が指摘するように︑ ﹁元ネタ
だけは他から得て作品化に際しては自由に潤色するという手法は︑幕末江戸粋興人グループ内での常套手段であり慣れたものだった﹂
︶40
︵
︒ラムの﹁リア王﹂は︑次のように始まる︒
Lear, king of B
ritain, had three daughters: G
oneril, w
ife to the duke of A
lbany; R
egan, w
ife to the duke of 
C
ornw
all; and C
ordelia, a young m
aid, for w
hose love the king of France and duke of B
urgundy w
ere joint suitors, 
and w
ere at this tim
e m
aking stay for that purpose in the court of Lear. ︶41
︵
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条野は︑舞台を同時代の東京に移し︑登場人物にはるかに具体的で詳細な造形を施している︒リアにあたるのは水島隆茂伯爵 ﹁以
い
前せん
は
西さひ
國こく
にて二十有
いう
餘よ
萬石
ごく
を
知しるよし
行
し
官くわん
は
從じゆ
四位
ゐ
左さ
近こん
衞ゑ
の
少せう
將〳 〵
にて
在お
はし
維ゐ
新しん
の
際さい
抜ばつぐん
群
の
軍ぐんかう
功
ありと
て賞
せうてん
典禄
ろく
若かくかく
干を賜
たま
﹂わった華族である
︶42
︵
︒一〇年以上前に妻を亡くした隆茂には︑瑠璃子︑佐代子︑幸子という三人
の娘がいる︒
姉あね
の
瑠る
璃り
子こ
は
同おな
じ
水みづしま
島
を
名なの
乗
れる
茂しげ
樹き
と
言いへ
るを
婿むこ
と
爲な
し
茂しげ
樹き
は
職しよく
を
裁さいばんくわん
判官
に
奉ほう
じ
別べつきよ
居
して
神かん
田だ
猿さるがく
樂町に
居をり
次じ
女ぢよ
の佐
さ
代よ
子こ
は同
どうぞく
族小
こ
宮みや
子し
爵しやく
の許
もと
へ嫁
か
し家
いへ
に残
のこ
れるは三女
ぢよ
の幸
さち
子こ
なり三孃
ぜう
の中
うち
にても幸
さち
子こ
は容
ようぼう
貌の美
び
なる心
こゝろ
ばえの
優やさ
しき二姉
し
に
優まさ
る
事こと
數す
等とう
なりさればにや
吉よし
見み
武たけ
雄を
といふ
陸りくぐん
軍
の
中ちうぜう
將又
また
同どうぞく
族
にて
宮く
内ない
省せう
に
奉ほうしよく
職
せらるゝ間
ま
宮みや
子しゝやく
爵
の兩
れう
氏し
は或
あ
る高
かう
等とう
官くわん
の園
えん
遊ゆう
會くわい
に幸
さち
子こ
を見
み
やりて懸
け
想そう
爲な
し其
その
熱ねつ
度ど
は華
くわ
氏し
の百度
ど
以い
上ぜう
に昇
のぼ
りたり
︶43
︵
間宮は︑幸子の父︑隆茂に取り入るため︑その茶道の弟子となる︒吉見もまた︑小栗宗入という茶人の仲介で隆茂に弟子入りする︒　
小栗宗入は︑ ﹁茶
さ
道どう
の
巧こうしや
者
のみならず
大だい
の
滑こつ
稽けい
家か
にして
伯はく
の
氣き
の
結むす
ぼれたらん
時とき
は
例いつ
も
洒しやらく
落
の
語ご
を
吐はき
て
鬱うつ
氣き
を
散さん
ぜ
しむる
事こと
屡しば
々〳 〵
あり
謂ゆえ
を
以もつ
て
伯はく
も
又また
二無
な
き
者もの
に
思おぼ
さるゝ﹂
︶44
︵
と紹介されており︑ラムのʻ
this poor fool clung to Lear after 
he had given aw
ay his crow
n, and by his w
itty saying w
ould keep up his good hum
our ︶45
︵
’という道化の描写に基づいて造
形された登場人物であると思われる︒ラムの叙述では︑道化が登場するのはゴネリルによるリア冷遇が語られたあとであり︑道化が物語展開に寄与 ことはない︒これに対し︑パトロンの庇護を受けた粋人という点に旧幕時代
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の自分自身と似たものを感じたのか︑条野は︑ラム版を大きく逸脱し︑この滑稽家に吉見と幸子の結婚を成立させるトリックスターとして 役割を与えている︒愛情テストと財産分与︑その後 遠藤保の諫言 追放 あと︑宗入が﹁御
ご
媒ばい
介かい
﹂
︶46
︵
となることで︑吉見と幸子の結婚話がまとまる︒そこに瑠璃子の横槍が入って事態は紛糾するが︑宗
入の機転で話が収まるのである︒こうして吉見と幸子はめでたく仮祝言を挙げ︑吉見の任地である大坂に旅立つ︒ここまでに条野は連載の第一三回まで︑全体の四分の一以上を割いている︒　
その後︑さまざまな小さな逸脱をはらみつつ︑物語は大枠でラム版に沿って進行する︒事態を吉見に知らせる宗
入の手紙によれば
―
ここでも宗入が活躍する
︶47
︵
―
以下のような展開である︒
其その
大たい
要よう
を
揚あぐ
れば二孃
ぜう
が
伯はくしやく
爵
に
對たい
する
浮ふ
薄はく
の
爲ていたらく
体
より
附ふ
從じう
者しや
の
減けん
員ゐん
賄まかな
ひ
料れう
の
減げんせう
少
食しよくれう
料
の
粗そ
惡あく
なる
其その
他た
の
待たいぐう
遇
は
恰あたか
も厄
やくかい
介の
食しよくかく
客
を扱
あつか
ふに異
こと
ならずとの顛
てんまつ
末より遠
ゑんどう
藤保
たもつ
に一日淺
あさくさ
草にて出
しゆつ
會くわい
し二孃
ぜう
の
伯はくしやく
爵
に於
おけ
る不
ぶ
禮れい
の光
ありさま
景を
語かた
りたること
彼かれ
が
官くわん
階かい
の
要やう
地ち
を
辭じ
し
馬べつとう
丁
となり
住すみこみ
込
し
事こと
より
突とつぜん
然暇
いとま
と
成なり
し
事こと
伯はくしやく
爵
が
暴ばう
雨う
を
冒おかし
て
駈かけ
出いだ
し
今いま
は
保たもつ
が家
いへ
に逗
とうりう
留爲
なし
居を
る事
こと
■
︶48
︵
この知らせを受けて︑幸子は慌ただしく帰京する︒　
ラム版では︑リアとコーディリアが再会したあと︑語り手の
 ʻLet us return to say a w
ord or tw
o about those cruel 
daughters ︶49
︵
’という言葉とともに︑ゴネリルおよびリーガンとエドマンドの不倫関係とその顛末
―
コーンウォール
公の死︑ゴネリルによるリーガン毒殺と自殺
―
が︑一パラグラフで手短に語られる︒条野は︑ここでまたラム版
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を大きく逸脱し︑連載第三七回から最終回まで︑やはり全体の四分の一以上の紙幅を割いてそれを描く︒　
エドマンドに相当するのは︑片山冬三という︑ ﹁或
あ
る
省せう
の
高かうとうくわん
等官
﹂を﹁
會くわいけい
計
上ぜう
に
不ふ
整せいとん
頓﹂があったために免職に
なった男である︒彼は﹁顔
かほ
の
奇き
麗れい
なるに
引ひき
變か
へ
根こんぜい
生
は
頗すこ
ぶる
穢きた
なく﹂ ︑もともと﹁某
それ
の
藩はん
の
留るす
守居
ゐ
役やく
を
勤つと
めし
者もの
の三
男なん
なるが次
じなん
男は世
よ
を早
はや
くし長
てうなん
男は
丁てうびやく
百
に足
た
らぬ性
さが
なるを以
もつ
て老
らうねん
年の母
はゝ
を誤
ご
魔ま
樫かし
父ちゝ
の遺
ゐ
言げん
と號
かう
して
廢はいちやく
嫡
を爲
な
し自
みづ
か
ら家
かとく
督となり父
ちゝ
が貯
たくは
へ金
きん
を使
し
用よう
して紳
しん
士し
社しやくわい
會
に立
たちまじ
交はる
横おうちやくもの
着者
﹂である
︶50
︵
︒片山は︑佐代子︑瑠璃子と相次いで関
係を結ぶ︒　
その後︑佐代子は夫の義直を卒中で亡くし
︶51
︵
︑片山と再婚することになる︒それを知った瑠璃子は︑侍女の牧江と
謀り︑佐代子毒殺の計画を立てる︒牧江は︑姪のお北を脅迫し︑佐代子の食事に︑侍医の玄瑞に調合させた毒を混入させ︑首尾よく佐代子を殺害する︒後日瑠璃子は 夫の茂樹をも亡きものにしようと︑牧江に命じて食事の椀物に毒を混ぜさせる︒ところがその日︑遅れて帰京した吉見が︑今後の隆茂の処遇を話し合うために︑遠藤を伴って来訪し︑茂樹とともに食事をしていくことになる︒　
思わぬ事態に瑠璃子と牧江は動転するが︑ ﹁毒
どく
食く
はば
皿さら
だ﹂
︶52
︵
と腹をくくり︑三人まとめて殺す決心を固める︒とこ
ろが︑ ﹁遠
ゑんどう
藤
は
性せいらい
來豆
とう
腐ふ
を
好この
まざれば
此この
椀わん
に
箸はし
を
附つ
けず
吉よし
見み
は
大だい
の
酒さけ
好ず
きにて
酒さけ
を
過すご
せし
時とき
は
例いつ
も
飯めし
を
用もち
ひざる
程ほど
な
れば始
はじめ
より椀
わん
の蓋
ふた
を明
あけ
ねど茂
しげ
樹き
は熱
あつ
い物
もの
が好
すき
なれば冷
さめ
ぬ中
うち
にと椀
わん
中ちう
を悉
こと〴〵
く盡
つく
し尚
なほ
緒ちよ
口く
の取
とりやり
遣を爲
な
せる中
うち
茂しげ
樹き
は胸
むなさき
先
が痛
いた
むとて頻
しき
りに苦
くる
しめる体
てい
﹂となり︑中座する
︶53
︵
︒吉見はのどの渇きを覚えて椀に手を伸ばすが︑誤ってそれを取
り落としてしまう︒すると﹁這
こ
は
如いか
何
に
春はる
の
待まち
受う
けにとて
昨さくこん
今敷
しき
替かへ
たる
青あを
疊たゝみ
が
忽たちま
ち
色いろ
を
變へん
じ﹂
︶54
︵
︑吉見は毒物の混入を
疑う︒吉見と遠藤は︑茂樹・瑠璃子家中で信頼できる人物として︑菅沼吉弥という遠藤 ﹁竹
ちく
馬ば
の友
とも
で怜
れい
悧り
抔など
とい
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ふ方
はう
ではござらんが如
いか
何にも信
しん
實じつ
な男
をとこ
﹂
︶55
︵
を選び︑疑念を伝えて去る︒その夜︑茂樹は息を引き取る︒
菅すが
沼ぬま
吉きち
彌や
は佐
さ
代よ
子こ
が俄
が
然ぜん
死し
したる事
こと
に就
つひ
て探
たんてい
偵を試
こゝろ
みたるに佐
さよこ
代子は良
をつと
人義
よしなほ
直が存
そん
在ざい
中ちう
より片
かたやま
山冬
とうざう
三に通
つう
じ居
ゐ
たる事
こと
を探
さぐ
り得
え
義よしなほ
直が病
べう
死し
の始
し
末まつ
を醫
いしや
者に就
つひ
て取
とりしら
調べたるに全
まつた
く劇
げきれつ
烈の卒
そつちう
中風
ふう
にて別
べつ
に怪
あや
しむべき事
こと
もなし依
よ
つて尚
な
ほ佐
さよこ
代子が病
べうし
死の爲
ていたら
体くを探
さぐ
るに敢
あへ
て怪
あや
しと認
みと
むる程
ほど
の徴
てうこう
候もあらねど中
ちうどく
毒たる事
こと
は覆
おほ
ふべからざる事
じ
實じつ
の如
ごと
し尚
な
ほ小
こ
宮みや
家け
へ附
つきびと
人とし 赴
おも
むきたる老
らうぢよ
女竹
たけかは
川に青
あをやま
山の墓
ぼち
地にて
出しゆつくわい
會
すべき約
やくそく
束を爲
な
し佐
さよこ
代子が死
し
に
就つ
きし
當たう
時じ
の
爲ありさま
体
を
聞きゝ
たるに
疑うたが
ふべき
者もの
は
牧まき
江え
と
其その
姪めひ
のお
北きた
なる
事こと
を
査み
出いだ
し
菅すがぬま
沼
の
朋ほうゆう
友中
ちう
に
或ある
方はうめん
面監
かんとく
督
を
奉ほうしよく
職
爲な
す者
もの
ありしかば一
あるひ
日此
この
事こと
を密
みつこく
告せしに忽
たち
まち其
その
方はうめん
面より刑
けい
事じ
巡じゆんさ
査を派
は
出しゆつ
せしめ件
くだん
のお北
きた
を捕
ほ
縛ばく
爲な
したり
︶56
︵
さらに牧江と玄瑞が連行され︑観念した瑠璃子は自害する︒　
このあと︑ラムが三パラグラフにわたって語るリアとコーディリアの死の顛末は︑条野版ではすべてカットされ︑
物語はハッピー・エンディングに書き換えられる
︶57
︵
︒牧江︑玄瑞には死刑判決が下され︑隆茂には安楽な余生が約束
され︑吉見が水島の家督を相続し︑ ﹁禍
わざわ
ひ去
さ
りて芽
め
出で
度たく
春はる
を迎
むか
ふる﹂
︶58
︵
結末となるのである︒
四
　
ゴネリルの奸計と毒婦物・探偵小説
　﹃三人令嬢﹄の結末の改変に︑勧善懲悪を是とする時代風潮の影響があったことは間違いない︒一八八七年
︵明治
探偵小説と諷刺錦絵と『リア王』
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二〇年︶
には﹃女学雑誌﹄で︑やはりラム版に基づく﹃リア王﹄の紹介が二度にわたって試みられているが︑その
うちひとつは﹁シヱクスピア理想
 コルデリアの伝﹂と題されており︑著者の関心がどこにあったかは明らかであ
る
︶59
︵
︒
第二節で見たように︑条野は﹃やまと新聞﹄を﹁智慧の指南車﹂と位置づけていた︒ ﹃三人令嬢﹄単行本化にあたって添えられた序文は︑ ﹁
小しやうせつ
説
は
敎きやういく
育
の一
いつたん
端なり﹂と主張したうえで︑同作が﹁
敎きやういく
育
の意
い
をふくむ事
こと
又また
十しゆうぶん
分
なり﹂
とお墨つきを与えている
︶60
︵
︒しかしながら︑条野の記述の重点は︑ ﹁勧善﹂
︵手短に語られる幸福な結末︶
よりも﹁懲悪﹂
に︑さらに言うならば﹁悪﹂そのものとその﹁悪﹂が暴かれる経緯を詳細に描写することにあり︑彼の改変はこうした一般論だけで説明できるものではない︒　
明治の新聞連載小説は︑実際の事件を報道する連続記事から誕生した︒そのプロセスにおいて大きな役割を果た
したのが︑高橋お伝に代表される女性犯罪者たちを描いた︑毒婦物と呼ばれる作品群である︒そこに描かれた﹁毒婦たちは実録読み物が小説へと上昇する過渡期の悪のヒロインだった﹂
︶61
︵
︒ ﹁著作道書キ上ゲ﹂を条野とともに認めた
仮名垣魯文 ︑ ﹃かなよみ﹄の連続記事として始まった鳥追 お松の事件報道を草双紙に切り替えて﹃鳥追阿松海上新話﹄として発表し︑ま 高橋お伝を描く﹃高橋阿伝夜叉譚﹄ 出版して︑大成功を収めていた︒　
条野が関与した錦絵版﹃東京日々新聞﹄においても︑何人かの毒婦が取り上げられている︒高橋お伝︑鳥追い
松と並んで明治三大毒婦と称される夜嵐 絹こ 原田キヌは︑妾 身でありながら歌舞伎役者と愛人関係になり︑旦那をヒ素で毒殺して斬首された︒この事件は︑一八七二年三月三一日
︵明治五年二月二三日︶
の﹃東京日日新聞﹄で
報じられ︑一八七四年
︵明治七年︶
一〇月に錦絵新聞化され
る
︶62
︵
︒同時期には︑次のような︑ ﹃三人令嬢﹄の瑠璃子︑
佐代子︑片山 彷彿とさせる
︵上回る？︶
事件も錦絵新聞化されている︒
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熊くまがへ
谷縣
けん
下か
に︒孀
ごけ
婦のおなつが長
むすめ
女のお袖
そで
︒次
いもうと
女のお蝶
てう
三人と︒輪
かはし
交まくら川越
ごへ
の多賀町に住
す
む滝
たき
次郎︒清
きよ
き流
ながれ
の名にも似
に
ず放
はうたう
蕩無
ぶ
頼らい
の悪
わるもの
漢なれバ︒三婦
ぷ
に姦
かん
する故
ゆへ
をもて親
おや
子互
たが
ひに睦
むつ
まじからず︒平
つね
日に葛
くせり
藤の絶
たゑ
ざりし
が︒或
ある
時とき
例れい
の
口いさかひ
角
より母を
柱はしら
に
縊くゝり
つけ︒其面
めのまへ
前
に
戯たはむ
れて
姉はらから
妹
も
亦また
愉ゆ
快くわい
とす︒醜
しう
体たい
言こん
語ご
に
絶たえ
たりし
人にん
畜ちくしよう
生
が
挙ふるまひ
動
の︒官
くわん
に聴
きこ
へて捕
とら
へられ︒入
いる
間ま
郡ごほり
の裁
さいばんしよ
判所へ一
いちどう
同送
おくられ
致たりとなん
︶63
︵
これらの錦絵新聞で文章を担当しているのは高畠藍泉であるが︑条野も︑瑠璃子による夫毒殺を先取りするような記事を残している︒
深川西六間堀餅
もち
屋や
渡世菖蒲與吉と云ふ者久しく病ひの床にありしが其妻いとハ本年廿五才糸と云ふ名に背かず
して染り安かる水性にて夫
おつと
の甘
あまえ
も鼻に附きいつしか小
こ
僮もの
鹽しほ
田た
兼吉と人目忍びて寐の子餅契る数さへ重ね着る夜
るの衣の度
たび
重かさな
り若しも本夫の全快なさバ二人りが中の自在餅此快樂ハ遂げられまじ唯さへ枯るべき菖蒲與吉毒
害なさんと膽
きも
太ふと
くも二人りは法をかきつばた薬土瓶へ配
はいざい
剤の毒あり とハ此病者あやいもしらで飲むや否鼻耳
口眼より血を吐
はき
て忽ち没命爲しける 内に喜こひ表に患ひ形の如く野送りし誰れ憚
はゞか
りの関守も泣
なく
眞ま
似ね
なせしが
発覚し遂に警
けい
視し
の支廳へ呼バれ嚴 く糾
きうもん
問ありたるにありし次第を白状せしかバ本月九日東京裁
さいばんしよ
判所へ送
そう
致ち
せ
らる
︶64
︵
瑠璃子の描写は︑こうした毒婦物の系譜を引くものである︒
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毒婦物は︑海外から日本にミステリーを移植する土壌ともなった︒ ﹁探偵小説の父﹂と称される黒岩涙香の活躍は
多くの追随者を生み出し︑翻案・創作ミステリーが大流行することになるが︑ ﹁ミステリーが本格的に外国からもたらされる前夜︑日本の読者は 日本特有の実録犯罪譚である︿毒婦もの﹀を歓迎していた︒それはまさに︑江戸末の裁判ものから︑洋物ミステリー受容への過渡期を形成していた﹂のである
︶65
︵
︒
　﹃やまと新聞﹄創刊号から連載された三遊亭円朝の﹃松の操美人の生埋﹄は︑輸入ミステリーの受容において大きな役割を果たした︒連載開始にあたって円朝は﹁此
これ
ハ
池いけ
の
端はた
の
福ふく
地ち
先せんせい
生
が
口くち
移うつ
しに
敎おし
へて
下くだ
すつたお
咄はな
しで︑
佛フランス
蘭西
の
侠おとこだて
客
が
節せつ
婦ぷ
助たす
けるといふ
趣しゆかう
向︒原
げんしよ
書
ハベリツド︑ヱ︑ライフ
︵
B
uried a life ︶
といふ
書しよめい
名
﹂だと述べてい
る
︶66
︵
︒原典
はいまだに突き止められていないが
︵ ﹁
B
uried a life ﹂は明らかに﹁
B
uried A
live ﹂の誤りだろう︶
︑江戸川乱歩がこの作品
に言及して以来︑円朝は︑涙香以前 翻案ミステリー史にその名を刻むことになっ
た
︶67
︵
︒乱歩以前には︑柳田泉も﹁随
筆探偵小説史稿﹂ おいて円朝にかなり 紙幅を割いている︒乱歩は円朝の作品と ︑ ﹃松の操美人の生埋﹄とともに︑お吉という悪女を描 た毒婦物﹃欧洲小説
 黄薔薇﹄を挙げているが
︵やはり原典不詳︶
︑柳田はこの作品につ
いて﹁十二分 探偵小説の素質がある﹂と評価する︒この作品は一八八七年
︵明治二〇年︶
に﹃東京絵入新聞﹄
︵ ﹃平
仮名絵入新聞﹄後継紙︶
に連載されたあと︑金泉堂から出版されたが︑ ﹁講談としては少くなくとも明治十二年から巷
間に傳はつ ゐた﹂ものであり︑ ﹁涙香出現以前に於いて探偵小説趣味を鼓吹した先驅的作物の一つ﹂と位置づけられている
︶68
︵
︒
　
鏑木清方の﹁落語家では圓朝と親密にして櫻痴さんが飜譯して夫を父が潤色して圓朝に話して聞かせて續物の種
にした﹂という発言に従えば︑条野はこれら 円朝作品に︑いわばドラマトゥルクとし かかわっていたことにな
― 44 ―
る︒条野自身︑円朝の追悼文のなかで︑ ﹁
子し
が
新しんさく
作
を
爲な
す
都つど
度
其その
相さうだん
談
に
預あづか
りたる
事こと
毎まい
度ど
ありて
同どうほう
胞
も
啻たゞ
ならざる
契ちぎ
り﹂と述べている
︶69
︵
︒彼が﹃リア王﹄を勧善懲悪的に書き換えた背景には︑毒婦物における悪の描写の伝統と︑それ
を受けて発展し︑悪が暴かれる経緯に関心を寄せた探偵小説の流行があったのである︒
五
　
リアの厩と諷刺錦絵
　
毒婦物から探偵小説へ︑という流れが︑ ﹃三人令嬢﹄を読むためのひとつの文脈であるとすると︑もうひとつの補
助線は︑第一節で言及した戊辰戦争期の諷刺錦絵である︒当時の新聞連載小説には挿絵がつきもので︑ ﹃三人令嬢﹄も︑その連載には毎回︑水野年方の絵が添えられていた
︵その一部は単行本にも再録されている︶
︒これらの絵に諷刺錦
絵的な記号は描きこまれていないが︑この作品では︑そうした視覚的情報においてではなく︑言語情報において︑諷刺錦絵的手法が援用されているのである︒　
隆茂が小宮家で冷遇されていることを知った遠藤は︑玉吉の名で﹁馬
べつとう
丁と身
み
をやつして小
こ
宮みや
へ住
す
み込
こ
み舊
きう
主しゆ
の先
せん
途ど
を見
み
届とゝ
け﹂
︶70
︵
ることを決意する︒潜入に成功した遠藤は︑彼が世話すべき厩の説明を受ける︒
デハ玉
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中の連
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つて御
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覧らう
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たて
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の工
ぐ
合あひ
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︵
隆茂の馬が仙台の馬︑小宮家の馬が薩摩の馬と奥州の馬で︑そのうち一頭が三春の馬︑これは義直自慢の馬だが見掛け倒し
―
こうしたディテールは︑物語展開上︑まったく不要なものであるにもかかわらず︑あえて書きこまれ
ている︒そこには︑作者 なんらかの意図 感じられる︒　
薩摩については︑改めて言うまでもないだろう︒問題は︑仙台︑奥州︑三春という地名である︒これらの地名が
想起させるのは︑戊辰戦争における東北諸藩 奥羽越列藩同盟である︒朝敵とされた会津藩および庄内藩の赦免嘆願を目的とす 奥羽列藩同盟に端を発するこの軍事同盟には︑上野戦争後 江戸庶民 願いが託されていた︒　
その奥羽越列藩同盟の盟主が仙台藩であり︑同盟軍の東北戦争における敗北の要因のひとつとみなされていたの
が︑三春藩の裏切りである︒ ﹃仙台戊辰史﹄は︑ ﹁三春ノ反 ﹂を次 ように伝えている︒
七月十六日仙臺藩盬森主税ハ棚倉城ヲ恢復セントシ三春︑二本松︑會津棚倉ノ兵ヲ併セ石川郡淺川古舘山ヨリ兵ヲ進メ淺川ノ渡ヲ隔テヽ射撃ス西軍︹
＝新政府軍︺釜ノ子ヨリ出デ會津ノ兵ヲ破リテ淺川ノ後方ニ出ヅ︑然
ルニ三春ノ兵中途ヨリ離反シテ西軍ニ投ジ反撃ス︑爲ニ列藩ハ非常ノ苦戰トナリ︑辛ウジテ兵ヲ収メ歸ル
三春藩は﹁十六日ノ事ハ︑眞ニ一時ノ錯誤ニ出ヅ﹂と︑裏切りを否定して﹁巧ミニ列藩ヲ欺キ﹂ ︑最終的には﹁公然西軍ヲ引入レ仙臺藩石川大和ノ分隊
︵氏家兵庫之ヲ率ヰ三春領田村郡仁井田ニ繰込居タリ︶
ヲ突然襲撃セシ爲メ散々ニ敗
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ラレ僅カニ二人辛ウジテ逃歸レリ﹂という結果をもたらす︒ ﹁之ヨリ列藩ハ三春ノ不信不義ヲ怒リ三春狐ニ誑カサレタルハ不覺モ亦甚ダシ必ズ彼ヲ屠ラズンバ已マジト切齒セリキ﹂
︶72
︵
︒
　
こうした三春藩のありようは︑諷刺錦絵にも描かれている︒ ﹁子供あそびぼんでんまつり﹂という作品がそれであ
る︒一八六八年
︵慶応四年︶
五月頃に制作されたと思われるこの非合法出版物のなかで︑三春藩は︑ ﹁はてあつちへ
／かへろうかしらん／しかしこちらに／ゐたいものだが﹂と︑旧幕府軍側にいながら新政府軍側への寝返りを考えている子供として描かれている︒奈倉哲三は︑その描かれ方について次のよう 解説する︒
列藩同盟に加盟した陸奥・出羽諸藩のなかで腰の
据す
わっていない藩はいくつかありましたが︑三春藩の﹁動揺﹂
の激しさは他 ないほどでした︒ ︹︙︙︺全体に五月上旬の情勢を描いているなかで︑三春藩をこのように描いたのは︑この時期すでに三春のどっちつかず 姿勢が江戸庶民にも伝わって たことを意味し︑この絵師・板元らは︑水戸藩後方で隠れながら様子を窺
うかが
うように三春を描き︑今はこのまま同盟側にいたほうがよさそうだ
けど︑や り新政府側に戻った方 良いのかなという台詞ま 入れることで︑三春の動揺している姿を描いたわけです
︶73
︵
︒
条野が︑自分の読者たちの少なくとも一部が︑こうした記憶を共有 ていることを期待していたのは︑間違いないだろう︒小宮家の厩における馬の配置は︑その作者が︑隆茂を仙台藩︑小宮夫妻を﹁巧ミニ列藩ヲ欺 いた三春藩に見立てていること︑もう少し大きな枠組みで言えば 隆茂を旧幕勢力︑彼を裏切った人々を新政府勢力と結び
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けていることを物語っている︒条野にとって︑ ﹃リア王﹄とは︑薩長による討幕クーデターの寓話だったのである︒　
前節で紹介したように︑ ﹃三人令嬢﹄単行本化に際して添えられた序文は︑この作品の教育的効果を謳っている︒
では︑具体的にどのような教育的効果が想定されていたのだろう︒本文冒頭の一節に従うなら︑それは以下のようなものである︒
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つまり︑もともと親孝行な子供であっ も︑配偶者の悪影響で︑親不孝者になることもあるから注意せよ︑というのである︒しかしながら︑この警告は︑その後に展開される物語とは一致しない︒　﹃三人令嬢﹄における登場人物の善悪の色分けは非常にはっきりしており︑瑠璃子にせよ︑佐代子にせよ︑その配偶者の悪影響を受けたわけではなく︑ ともとそういう人物であったとしか思えない︒佐代子の夫︑義直は︑ラム版と同じく殆んど描かれず︑瑠璃子の夫 茂樹 むしろラム版以上に好意 に描かれている 彼は︑折に触れて瑠璃子を諌めようとする︒ ﹁抑
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︵
なのである︒彼は旧幕臣であ
り︑彼なりのやり方で義父にして本家の当主である隆茂への忠義を貫こ とし それが直接の理由ではないものの︑
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最後には毒殺されてしまう︒　
一方で︑ ﹃三人令嬢﹄を薩長クーデターの寓話とみなすならば︑このいささか的外れな教訓に込められた真意と︑
茂樹の設定の理由が見えてくる︒この教訓は︑婚姻という形でジェンダー化されているが︑そこで批判されているのは︑三春藩のような︑徳川家を支えるべき諸藩が︑薩長と結託し︑ ﹁不孝の子﹂となったことなのではないだろうか︒表向き︑隆茂は﹁維新の際抜群の軍功ありとて賞典禄若干を賜﹂わった︑新政府側の功労者とされている︒福地の筆禍事件を目 当たり した条野にすれば︑あからさまな政府批判など 新聞紙条例の手前︑不可能であった︒しかし彼は︑ ﹁わかる人にはわかる﹂ディテールを書きこむことで︑表面上の設定を転覆させるような読みが可能になる作品を生み出していた である︒
おわりに
　﹃三人令嬢﹄は︑毒婦物から発展した探偵小説のフォーマットを用いて﹃リア王﹄を書き換えている︑そこで暴かれ︑裁かれる悪には新政府の姿が重ねあわされている
―
本論における﹃三人令嬢﹄の読みを簡単にまとめれば︑
こういうことになるだろう︒とは言えそもそも︑土谷桃子が 時代 変化 機敏に対応し器用に生きた﹂
︶76
︵
と要約す
る人生を送った条野伝平 ︑いまさら本気で明治政府 批判する意図があったとも思 ない︒ ﹃三人令嬢﹄が書かれた一八九〇年
︵明治二三年︶
には︑すでに大日本帝国憲法も発布されており︑新聞連載終了と単行本刊行の間の一一
月二九日に施行さ る︒ 自身が身をもって経験した幕末・維新 嵐 もはや遠い過去 ものとなり︑柳田泉が
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﹁実に不思議なアダプタビリティの持主﹂
︶77
︵
と呼んだ人物は︑新しい社会に申し分なく適応していた︒毒婦物・探偵小
説というフォーマットが採用されていること自体が︑そのことを雄弁に物語っている︒　
かつて粋狂連の面々は︑本論冒頭で紹介した三題噺や興画合せのほかに︑悪摺りという﹁仲間の失態をすっぱ抜
いて刷物にして配るという趣味の悪い楽屋落ち﹂にも興じてい
た
︶78
︵
︒ ﹃リア王﹄を薩長クーデターに見立てるというの
は︑そうした遊び心に満ちた諷刺の延長線上にあったものと考えた方がいいだろう︒この見立てが発露・喚起するのは︑そういう遊びに明け暮れること できた旧幕時代へのノスタルジーである︒探偵小説という最先端の流行を取り入れて新し 読者への訴求を図りつつ︑旧幕以来の古 読者 ノスタルジーにも応える
―
﹃三人令嬢﹄は︑
実にしたたかで豊かなテクストであ 言える はないだろうか︒
＊
 
本論は︑シンポジウム﹁時代と文化のはざまのシェイクスピア﹂ ︵日本英文学会関東支部第一六回大会︑二〇一八年一〇月二七日︑早稲田大学戸山キャンパス︶における口頭発表﹁採菊散人﹃三人令嬢﹄を読む﹂に︑加筆・修正を施したものである︒冬木ひろみ氏には︑当日︑司会の労をおとりいただいた︒記して感謝したい︒
注
︵
1︶　﹃やまと新聞﹄一八九〇年七月二九日︑第三面︒
︵
2︶　
採菊散人﹃三人令孃﹄鈴木金輔︑一八九〇年︒同書は国立国会図書館デジタルコレクション︵
http://dl.ndl.go.jp/ ︶でイ
ンターネット閲覧が可能であるほか︵国立国会図書館書誌
ID
 000000511315 ︶ ︑川戸道昭・榊原貴教︵編︶ ﹃シェイクスピ
ア翻訳文学書全集﹄ ︵全四五巻＋別巻二巻︶大空社︑一九九九―二〇〇四年 第一二巻にも収録されている︒新聞連載と単
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行本で︑テクストに大きな異同はない︒以下本論では︑同作からの引用は︑読者の便宜を考慮して単行本からとし︑明らかな誤植は︑新聞連載を参照し︑修正のうえ引用する︒
︵
3︶　
土谷桃子﹃江戸と明治を生きた戯作者―山々亭有人・条野採菊散人﹄近代文芸社︑二〇〇九年︑四一―五一頁︒
︵
4︶　
野崎左文﹃かな反古﹄假名垣文三︑一八九五年︑五三頁︒この魯文追悼評伝には︑条野が序文を寄せている︵採菊散人
﹁假名反古叙﹂ ︶ ︒
︵
5︶　
森田健司﹃明治維新という幻想
―
暴虐の限りを尽くした新政府軍の実像﹄ ︵歴史新書六七︶洋泉社︑二〇一六年︑二一
頁︒
︵
6︶　
江戸庶民にとっての寛永寺の位置づけおよび上野戦争に対する感情については︑奈倉哲三﹁ ﹁上野のお山﹂をめぐる官軍
と江戸庶民の攻防﹂ ︵奈倉哲三・保谷徹・箱石大︵編︶ ﹃戊辰戦争の新視点﹄下巻︑吉川弘文館︑二〇一八年︶一二八―三〇頁および一三九―四一頁を参照せよ︒
︵
7︶　
横山百合子﹃江戸東京の明治維新﹄ ︵岩波新書︵新赤版︶一七三四︶岩波書店︑二〇一八年︑二六頁︒
︵
8︶　
前掲書︑七八頁︒
︵
9︶　
大久保利通﹃大久保利通文書﹄ ︵全一〇巻︶日本史籍協會︑一九二 ―二九 第 巻一六 ―六二頁︒
︵
10︶　
奈倉哲三﹃諷刺眼維新変革― 衆は天皇をどう見て たか﹄校倉書房 二〇〇四 一〇九―一五頁︑二四 ―五九頁︑
四三八―四八頁︒奈倉哲三の以下 著作も参照︒ ﹁ことわざから戊辰戦争をみれば﹂ ︵日本ことわざ学会︵編︶ ﹃ことわざに聞く
―
その魅力と威力﹄人間の科学新社︑二〇一〇年︶五九―八一頁︒ ﹁戊辰戦争下﹁見立ていろはたとへ﹂の概要﹂ ︵ ﹃国
文学―解釈と鑑賞﹄第七四巻第一二号︑二〇〇九年︶九四―一一一頁︒ ﹁戊辰戦争期諷刺史料の歴史的意味﹂ ︵箱石大︵編︶﹃戊辰戦争の史料学﹄勉誠出版︑二〇一三年︶二三三―六六頁︒
︵
11︶　
奈倉哲三﹃絵解き
 幕末風刺画と天皇﹄柏書房︑二〇〇七年を参照︒ ﹁当世
 三筋のたのしみ﹂は︑同書四二―四七頁に収
録・解説されている︒森田
　
前掲書︑三八―四三頁および横山
　
前掲書︑ⅰ―ⅵ頁も参照︒
︵
12︶　
明治文化研究会︵編︶ ﹃幕末明治新聞全集﹄ ︵全六巻＋別巻︶世界文庫︑一九六一―六二年︑第六巻下巻四六〇頁︒
︵
13︶　
佐々木亨﹁所謂﹁著作道書キ上ゲ﹂を巡って―魯文の転身﹂ ︵ ﹃日本 学﹄第五六巻第一〇号︑ 〇〇七年︶三四頁︒
︵
14︶　
土谷
　
前掲書︑一一〇―四四頁︒
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︵
15︶　
櫻癡居士﹁新聞紙實歴﹂ ︵福地源一郎﹃懐往事談―附新聞紙實歴﹄民友社︑一八九四年︶一九八―九九頁︒
︵
16︶　
土谷
　
前掲書︑五六頁︒
︵
17︶　
櫻癡居士
　
前掲書︑二〇〇頁︒
︵
18︶　
川邊眞藏﹃福地櫻痴﹄三省堂︑一九四二年︑八四―八五頁︒丹羽みさと﹁山々亭有人﹃流行
 英語都々逸﹄の周辺﹂ ︵ ﹃立
教大学日本文学﹄第一〇五号︑二〇一〇年︶一四九頁も参照︒
︵
19︶　
川邊
　
前掲書︑八五頁︒櫻癡居士
　
前掲書︑二〇九―一〇頁も参照︒
︵
20︶　
毎日新聞百年史刊行委員会︵編︶ ﹃毎日新聞百年史﹄毎日新聞社︑一九七二年︑一頁︒
︵
21︶　
西田菫坡﹁三十三年前日報社創立談﹂ ︵ ﹃東京日日新聞﹄ 九〇四年 一月一〇日︶第一一面︒
︵
22︶　
櫻癡居士
　
前掲書︑二〇六頁︒ ﹁藤岡﹂は﹁廣岡﹂の誤植か？
︵
23︶　
野崎左文﹃私の見た明治文壇﹄春陽堂︑一九二七年 七頁︒
︵
24︶　
紙面の表記に従い︑本紙は﹃東京 日新聞﹄ ︑錦絵版は﹃東京日々新聞﹄とする︒
︵
25︶　
千葉市美術館︵編︶ ﹃文明開化の錦絵新聞―東京日々新聞・郵便報知新聞全作品﹄国書刊行会︑二〇〇八年︑一二頁︒
︵
26︶　
富澤達三﹁時事錦絵としての﹁錦絵新聞﹂
―錦絵版﹃東京日々新聞﹄ ﹃郵便報知新聞﹄をめぐって﹂ ︵前掲書︶六―七頁︒
土屋礼子﹃大衆紙の源流―明治期小新聞の研究﹄世界思想社︑二〇〇二年︑八三―八五頁も参照︒
︵
27︶　
篠田鑛造﹃明治百話﹄四條書房︑一九三一年︑二五〇頁︒篠田が言及している一枚絵とは︑小林清親の﹁東京銀坐街日
報社﹂ ︵一八七六︶と思われる︒この絵画は︑東京国立博物館研究情報アーカイブズ︵
http://w
ebarchives.tnm
.jp/ ︶の﹁画
像検索﹂で閲覧できる︵画像番号
C
0006617 ︶ ︒
︵
28︶　
前掲書︑二五〇―五一頁︒ ﹁尤もこの﹁やまと﹂の時︑芳幾は歌舞伎新報へ全力を打込むので︑ ﹁やまと﹂は挿畫を芳年
︹＝月岡芳年︺と年方︹＝水野年方︺とが擔當でした︑年方はここで採菊道人の條野に仕込まれ︑叱られながら修業を積んだ譯です﹂ ︵篠田鑛造﹃明治開化綺談―續篇﹁ 百話﹂ ﹄明正堂︑一九四三年 八七頁︶ ︒なお︑この時︑ ﹁條野伝平が﹃東京日日﹄と完全に無関係となり︑独立して全く新規に始めたのかと言えば︑それにも疑問が残る﹂ ︵土屋
　
前掲書︑二
五六頁︶ ︒ ﹁ ﹃警察新報﹄も﹃東京日日新聞﹄の印刷所で印刷されていた︒印刷設備の共用のみならず︑両社社員の境界線も判然としていなかったらしい ︵土谷
　
前掲書︑六一頁︶ ︒一八九〇年︵明治二三年︶一月二二日に日報社に入社した岡本
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綺堂は︑ ﹁取分けて條野採菊老人︵鏑木清方君のお父さん︶はわたしを可愛がつて色々のことを敎へてくれた︒これはやまと新聞が東京日日新聞の出店のやうな關係になつてゐた爲でもあつた﹂と回顧している︵ ﹃明治劇談
 ランプの下にて﹄岡
倉書房︑一九三五年︑一三六頁︶ ︒
︵
29︶　
野崎﹃私の見た明治文壇﹄ ︑七頁︒
︵
30︶　
無署名﹁やまと新聞發行の開序﹂ ︵ ﹃やまと新聞﹄一八八六年一〇月七日︶第一面︒
︵
31︶　
篠田﹃明治開化綺談﹄ ︑二七三頁︒
︵
32︶　
土屋
　
前掲書︑二五八―五九頁︒
︵
33︶　
土谷
　
前掲書︑一五五―五八頁︒
︵
34︶　
吉田香雨﹃當世作者評判記﹄大華堂︑一八九一年︑四四―四五頁︒
︵
35︶　
條野傳平﹃痘痕傳七郎﹄博文舘︑一八九三年︑ 数なし ﹃花の深山木﹄／﹃痘痕伝七郎﹄については︑土谷
　
前掲書︑
一七九―八三頁︑および平辰彦の以下のふたつの論文を参照︒ ﹁講談化された﹃オセロウ﹄の研究―
その受容の嚆矢をめぐ
って﹂ ︵ ﹃演劇学﹄第三三号︑一九九二年︶二二―三四頁︒ ﹁翻案 ﹃オセロー﹄と新聞小説﹃痘痕伝七郎﹄
―近代日本に
おける︿舌耕芸﹀の読みをめぐって﹂ ︵ ﹃論叢﹄ ︵秋田経済法科大学短期大学部︶第七四号︑二〇〇四年︶一―三〇頁︒
︵
36︶　
後注
50および
51参照︒ ﹃花の深山木﹄／﹃痘痕伝七郎﹄について平は︑ラムを種本としつつ︑ ﹁ト書のある原作本の翻訳
か注釈書が参照された可能性﹂ 示唆し いる ﹁翻案講談﹃オセロー﹄と新聞小説 痘痕伝 郎﹄ ﹂ ︑六頁︶ ︒
︵
37︶　
土谷
　
前掲書︑一二〇―二三頁︑および丹羽
　
前掲書︑一四七―四八頁︒
︵
38︶　
鏑木清方﹁條野採菊翁﹂ ︵ ﹃東京日日新聞﹄一九〇九年三月二九日︶第九面︒
︵
39︶　
土谷
　
前掲書︑一八九―九三頁︒ただしこの時期にはすでにラムの﹁リア王﹂の翻訳が二種類︵チャールス・ラム﹃セ
キスピヤ物語﹄品田太吉︵訳︶ ︑品田太吉 一八八六年 およびチャーレス・ラム﹃シェキスピーヤ筋書
 一名
 西洋歌舞伎﹄
竹内余所次郎︵訳︶ ︑博聞社︑ 八八六年︶出版されており︑それらを参照した可能性もないわけではない︒
︵
40︶　
土谷
　
前掲書︑二三六頁︒
︵
41︶　
C
harles Lam
b and M
ary Lam
b, T
ales from
 Shakespeare, Penguin B
ooks, 2007, p.108.
︵
42︶　
採菊散人
　
前掲書︑一頁︒
探偵小説と諷刺錦絵と『リア王』
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︵
43︶　
前掲書︑一―二頁︒
︵
44︶　
前掲書︑二―三頁︒
︵
45︶　
Lam
b and Lam
b, op. cit., p.113.
︵
46︶　
採菊散人
　
前掲書︑二九頁︒
︵
47︶　
ラム版では︑ケント伯がフランスに赴き︑リアの窮状を直接コーディリアに伝える
―
 ʻhim
self em
barking for France, ﹇
the 
earl of K
ent ﹈ hastened to the court of C
ordelia, and did there in such m
oving term
s represent the pitiful condition of her royal 
father, and set out in such lively colours the inhum
anity of her sisters ’︵
Lam
b and Lam
b,  op. cit., p.119 ︶ ︒また︑本文中に引用
した手紙で語られているように︑遠藤に水島伯爵の冷遇を伝えるのも宗入である︒
︵
48︶　
採菊散人
　
前掲書︑一三五―三六頁︒
︵
49︶　
Lam
b and Lam
b, op. cit., p.120.
︵
50︶　
採菊散人
　
前掲書︑一六三頁︒土谷は︑ ﹁ ﹃リア王﹄で姉達の浮気相手であるエドマンドは妾腹で︑正腹の異母兄弟エド
ガーと父グロスター伯爵に暗い感情を持っており︑それが彼の行動の底流にある︒登場場面も作品全体に及び︑重要な役割を演じている︒それに対して﹃三人令嬢﹄の片山冬三は︑全四九回の連載中第三七回から唐突に登場し︑ただの女好きな色男として描かれる﹂と述べている︵土谷
　
前掲書︑一七一頁︶ ︒土谷は﹃三人令嬢﹄をシェイクスピアの﹃リア王﹄と
比較しているわけだが︑この段階でエドマンドに相当する人物が唐突に登場することこそが︑この作品がラム版に基づくものであるこ の決定的証拠と考える方が妥当だろう︒彼の造形が ʻ
E
dm
und ﹇︙︙﹈
, w
ho by his treacheries had succeeded 
in disinheriting his brother E
dgar the law
ful heir from
 his earldom
, and by his w
icked practices w
as now
 earl him
self ’︵
Lam
b 
and Lam
b,  op. cit., p.120 ︶ というラムの記述に依拠していることは明らかである︒
︵
51︶　
ラム版では︑サブプロットが削除されているために︑コーンウォール公はこのタイミングでたまたま死ぬ
―
ʻIt falling out 
that the duke of C
ornw
all, R
eganʼs husband, died ’︵
Lam
b and Lam
b, op. cit., p.120 ︶ ︒前注参照︒
︵
52︶　
採菊散人
　
前掲書︑二〇〇頁︒
︵
53︶　
前掲書︑二〇〇―〇一頁︒
︵
54︶　
前掲書︑二〇一頁︒
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︵
55︶　
前掲書︑二五二頁︒ ﹃三人令孃﹄単行本の頁数には乱れがあり︑二〇一頁の次が二五二頁となっている︒引用の頁数は︑
印刷されたとおりに従っている︒
︵
56︶　
前掲書︑二六一頁︒
︵
57︶　
Lam
b and Lam
b,  op. cit., pp.121-22. こうした書き換えは︑このあと日本の英語教育に継承される︒内丸公平﹁シェイク
スピアと英語教育―中等学校用英語教科書︵₁₈₈₆年―₂₀₁₆年︶におけるシェイクスピア受容の考察﹂ ︵ ﹃日本英語教育史研究﹄第三三号︑二〇一八年︶三六頁︒
︵
58︶　
採菊散人
　
前掲書︑二七二頁︒
︵
59︶　
無署名の﹁理想佳人傳︵第壱章︶シヱクスピア理想
 コルデリアの傳﹂ ︵ ﹃女學雑誌﹄第四八号︑一八八七年︶は︑初回で
愛情テストの直前までを描いただけで終わる︒同じく無署名の﹁三人の姫﹂は︑ ﹁第一段﹂ ︵ケントの諫言まで︑ ﹃女學雑誌﹄第七三号︑一八八七年︶ ︑ ﹁第二段﹂ ︵カイアスに変装したケントがリアに仕えるまで︑第七四号︑一八八七年︶ ︑ ﹁第三段﹂ ︵リアがリーガンの城に到着してゴネリル︑リーガンと対峙するまで︑第七五号︑一八八七年︶ ︑と続いたあと ﹁第四段﹂でリアが雨のなかへ飛び出し︑ゴネリルと ーガンが顔を見合せて微笑むまでを描いて中絶している︵第七六号︑一八八七年︶ ︒
︵
60︶　
永昌﹁三人令孃序﹂ ︵採菊散人
　
前掲書︶ ︑頁数なし︒
︵
61︶　
奥武則﹃スキャンダルの明治―国民を創るためのレッスン﹄ ︵ちくま新書九五︶筑摩書房︑一九九七年︑七六―七七頁︒
︵
62︶　
千葉市美術館︵編︶
　
前掲書︑二二頁︒奥
　
前掲書︑六九―七二頁も参照︒
︵
63︶　
千葉市美術館︵編︶
　
前掲書︑二六頁︒
︵
64︶　
前掲書︑一〇六頁︒
︵
65︶　
堀啓子﹃日本ミステリー小説史―黒岩涙香から松本清張へ﹄ 中公新書二二八五︶中央公論新社︑二〇一四年︑ 〇―
一頁︒小松史生子﹁ロマンの源流―明治期探偵小説 萌芽と挑戦﹂ ︵押野武志・谷口基・横濱雄二・諸岡卓真︵編 ﹃日本探偵小説を知る―一五〇年の愉楽﹄北海道大学出版会 二〇一八 一〇頁も参照︒
︵
66︶　﹃やまと新聞﹄一八八六年一〇月七日︑第二面︒
︵
67︶　
江戸川亂歩﹁日本探偵小説の系譜﹂ ︵ ﹃中央公論﹄第七四一号︑一九五〇年︶一七三頁︒伊藤秀雄 明治の探偵小説﹄晶
探偵小説と諷刺錦絵と『リア王』
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文社︑一九八六年︑四二―四五頁︑および中島河太郎﹃日本推理小説史﹄ ︵全三巻︶東京創元社︑一九九三―九六年︑第一巻三三―三六頁も参照︒
︵
68︶　
柳田泉﹃續随筆明治文學﹄春秋社︑一九三八年︑二八七―八八頁︒
︵
69︶　
採菊﹁三遊亭圓朝の傳﹂ ︵ ﹃新小説﹄第二期第五年第一一巻︑一九〇〇年︶一六六頁︒
︵
70︶　
採菊散人
　
前掲書︑六九頁︒
︵
71︶　
前掲書︑七二―七三頁︒
︵
72︶　
藤原相之助﹃仙臺戊辰史﹄新井活版製造所︑一九一一年︑六一五― 七頁︒
︵
73︶　
奈倉﹃絵解き
 幕末風刺画と天皇﹄ ︑一六四頁︒ほかに三春藩が描きこまれた作品として︑ ﹁子供遊うでッくらべ﹂ ︵一二
四―二七頁︶および﹁むつの花子供の戯﹂ ︵二三四―四〇頁︶も参照︒
︵
74︶　
採菊散人
　
前掲書︑一頁︒
︵
75︶　
前掲書︑九一頁︒
︵
76︶　
土谷
　
前掲書︑二三〇頁︒
︵
77︶　
柳田泉﹃明治初期翻訳文学の研究﹄ ︵明治文学研究第五巻︶春秋社︑ 九六一年︑二一〇頁︒
︵
78︶　
土谷
　
前掲書︑四五頁︒
